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人工知能（以下、AI）の技術水準が向上しつつあり、将来、AIにより人間の仕事が奪われるのでは

ないかという懸念がマスコミなどにより報道されている。AIは、Artificial Intelligenceの略称で、

その定義は多様であるものの、人間の学習能力と推論能力、知覚能力や自然言語の理解能力などをコ

ンピュータ・プログラムで実現した技術であると言えるだろう。最近では、ビックデータを活用して

学生から送られたエントリーシートの内容を AI が評価し、その企業にマッチした優先度の高い学生

を抽出したり、応募者の内定後の辞退可能性などを予測したりする AI を利用したサービスまでも提

供されている。今後AIが普及すると、今まで人間が担当してきた多くの仕事がAIにより実施される

だろう。 

では、AIの普及に対して人間はどのように対応すればいいだろうか。昨年日本でも上映されたアメ

リカ映画『ドリーム』（原題: Hidden Figures）から今後の対応を考えてみたい。 

物語は、アメリカと旧ソ連（以下、ロシア）が熾烈な宇宙開発競争を繰り広げており、キング牧師

が非暴力主義を唱えていた 1960年代初頭を舞台にしている。ロシアは、1957 年 10月に世界で初めて

人工衛星の打ち上げに成功し、1961年にはユーリ・ガガーリンによる史上初の有人宇宙飛行を成功さ

せていた。 

宇宙開発競争でロシアに遅れを取ってしまったアメリカは、地球周回軌道飛行を成功させるために、

優秀な数学者やエンジニアを探し、最新型コンピューターIBM7090 を導入する。この過程で登場し

たのがアメリカ南東部のラングレー研究所で計算手として働いていた、キャサリン・G・ジョンソン、

ドロシー・ボーン、メアリー・ジャクソンという 3 人の黒人女性である。 

キャサリンは優れた計算能力が認められ、黒人女性としては初めて宇宙特別研究本部に配属される

ことになる。また、エンジニアとしての才能があったメアリーは、当時白人だけに入学が許容さ

れていたエンジニア学校に入るために、裁判所に訴えを起こし、入学する権利を勝ち取る。一方、

最新型コンピューターが登場する前に手作業で計算作業を行っていた黒人グループのリーダーであ

るドロシーは、1 秒当たり 24,000 回の演算が可能な IBM7090 が作動されると、臨時職である彼女

たちの仕事がなくなることを懸念し、黒人グループに FORTRAN を勉強させ、プログラムを組む能
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力を高め始めた。その結果、IBM7090 を使いこなす人材を募集していた NASA に全員が雇用され、

ドロシーは、その能力が評価され、黒人女性としては初めて NASA の管理職になる。この 3 人

の黒人女性が影で支えた結果、アメリカは 1962 年に初めて有人地球周回軌道飛行に成功した。 

筆者が映画で注目したのは大きく二つである。一つは人種差別を乗り越えた黒人女性の活躍ぶりで

あり、もう一つは最先端技術に対応する人間の姿勢である。映画の舞台になった 1960 年代初頭はま

だ差別を是正するための「アファーマティブ・アクション」1が施行される以前であり、人種差別は

かなり酷かった時代である。しかしながら、主人公の 3 人の黒人女性は人種差別に屈せず、生き残る

ために、そして夢をかなえるために日々努力を重ねており、それが彼女たちの成功に繋がった。 

そして、筆者が最も注目したのは「最先端技術に対応する人間の姿勢」である。現代でも、急速な

技術の進歩により、AI の進化やその脅威についてしばしば議論が行われている。たしかに、AI 等の

技術の革新によって、元来人間が担っていた役割が取って代わられる可能性が大きくなったのは事実

だろう。しかしながら、映画の中で、IBM7090 が導入され彼女たちの仕事が取って代わられようと

した際にドロシーが「最終的に機械のスイッチを押すのは人間である」と言って、最終的に機械を使

用するポストを勝ち取ったように、どれだけ AI が進化しても最終的にそれを扱うのは人間であるの

だ。 

また、総務省の『情報通信白書（平成 28 年版）』では、AI の導入初期には機械化の可能性が高い

職種のうち、AI と労働力を比較して労働力の方がコスト高となる業務は AI に取って代わられるもの

の、AI を導入・普及させるために必要な仕事と、AI を活用した新しい仕事の 2 種類の仕事の誕生に

より、新しく創出される職種のタスク量は増加すると予想している。 

どれだけ機械中心の社会になったとしても、最後に我々人間が絶対的な信頼を置き、頼れる存在は

人間ではあることを忘れず、AI を上手く活用できる実力を育てる必要がある。それこそが AI 時代で

生き残る良策であるだろう。 

 

 

                                                   
1 アメリカにおけるアファーマティブ・・アクション（Affirmative Action）は、1965 年にジョンソン大統領命令により施

行されたと言われている（安井倫子（2010）「アファーマティブ・アクション史ノート：歴史に現れた三つのアファーマテ

ィブ・アクション」『パブリック・ヒストリ』No.7,pp.64-75）。この政策は、歴史的に不公平な待遇を受けてきた黒人などの

少数派の人々に対して、教育や雇用などの機会を優先的に与える制度であり、その対象は最初は奴隷制により差別されてき

た黒人から先住諸民族（インディアン）、ヒスパニック系、他のマイノリティ集団、そして女性や障がいを持つ人々にまで拡

大された。 


